
再評価結果（平成１９年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課
担当課長名：木村 昌司

事業名 地域高規格道路「江府三次道路」 事業 一般国道 事業 広島県
こうふみよし

一般国道１８３号 高道路 区分 主体
たか

起終点 自：広島県庄 原市高町 延長
しょうばら たかまち

至：広島県庄 原市高町 ３．０km
しょうばら たかまち

事業概要
地域高規格道路「江府三次道路」は、中国縦貫自動車道と中国横断自動車道岡山米子線を結ぶ延長約９

こうふ み よ し おかやまよなご

０㎞の道路である。
一般国道１８３号は、広島県広島市を起点とし鳥取県米子市に至る延長約１９３㎞の幹線道路である。

ひろしま よ な ご

高道路は、地域高規格道路「江府三次道路」の一部を構成し、平面踏切等による交通隘路区間の解消等
たか こ う ふ み よ し

による交通円滑化を目的とした延長３㎞の４車線道路である。
Ｈ９年度事業化 都市計画決定なし Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手
全体事業費 約１１０億円 事業進捗率 ９５％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ８、８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ９/１３１億円 １４１/１４１億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 114/ 114億円１．１ 事 業 費： 5/127
4億円 走行費用減少便益： 22/ 22億円(残事業) 維持管理費： 4/

交通事故減少便益： 6/ 6億円１５．８
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施
交通量変動：B/C＝１７．４（交通量+10%） B/C＝１４．３（交通量-10%）
事業費変動：B/C＝１５．１（事業費+10%） B/C＝１６．７（事業費-10%）
事業の効果等
当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する。
主要な観光地へのアクセス向上が期待される。 他７項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

地域高規格道路 江府三次道路 は地域間交流を促進する重要な路線として位置付けている 広島県備北「 」 。
こう ふ み よ し び ほく

地区と鳥取県日野地区は、古くから多様な交流を持ち、一つの圏域として発展してきたが、当地区間を連
ひ の

絡する道路機能は極めて不十分な状況であり、早期整備の要望（平成１８年６月１５日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、庄 原市・西 城 町・東 城 町・口和町・高野町・比和町・総 領 町が平成１７年３月３１日に合併し
しょうばら さいじょうちょう とうじょうちょう くちわちょう たかのちょう ひわちょう そうりょうちょう

当該路線は新市建設計画の主要施策（道路網・生活交通網の充実）に位置付けられている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１８年度中に、橋梁工事・トンネル工事が完了する予定であり、平成１９年度の完成に向けて土工
工事、道路付属設備、舗装工事等の促進を図る。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
工事推進中であり、平成１９年度に完成する予定である。
対応方針
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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